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はじめに
　長崎港に浮かぶ出島和蘭商館跡（出島阿蘭陀商館跡）について、日蘭文化交渉史の片桐一男氏は

『出島－異文化交流の舞台』（集英社新書）で、口絵にオランダ・ハーグ国立中央文書館蔵の『長崎の
港と町』の絵図を掲げて、「絵になる出島」という詩的な文章を記している（註 １ ）。

　紺碧の空の青が溶け合う真夏の水平線。その彼方から三本のマストの帆影を近づけてくるオラ
ンダ船。厳重な臨検を受ける。やがて大きな船体を長崎の湾内に現す。そこは、古来、鶴の湊と
呼ばれる天然の良港。細波の波頭が強い日射しを受けて一面に煌めきわたる。眠っているかのよ
うなその波の上に、オランダ船を背景に、扇の地紙の形をした「出島」が華麗な姿を横たえてい
る。なんと絵になる美しい小島ではないか。
　美しい「出島」を包み込むかのように描かれた長崎港鳥瞰図。日本にも、外国にも、なんと数
多くのこっていることだろうか。彩色が施され、美麗に仕上がっているものが多い。いつ見ても、
いつまで見ていても、飽きることがない（片桐 2000 p.８）。

　この絵図は、長崎の町並の岬先端に奉行所と出島、新地唐人荷蔵と唐人屋敷、南風にのって来港し
たオランダ船と唐船を、立山付近の山から長崎港口を俯瞰した風景画であり、オランダ国旗のはため
く出島は南国の陽光に輝いていて見える。
　出島は、片桐氏に代表される日蘭文化交渉史や日欧交渉史、対外交渉史の歴史研究者によって、長
崎の国際貿易港を象徴する「ヨーロッパに開かれた窓」として数々の著作（森岡 1976・1994・2005、
山脇 1980、宮永 1986、大林組プロジェクトチーム 1994、安高 2019、片桐 2000）で紹介され、長崎
出島史跡整備審議会によって出島に関係した絵図が集成されて『出島図』（中央公論美術出版）とし
て1987年に刊行され、歴史教科書においても出島は「鎖国」を象徴とした場所として記述されている。
　しかし、出島を見下ろす「森崎」と呼ばれた岬の先端にあった長崎奉行所については、天領長崎を
支配した長崎奉行に関する研究（外山 1988、鈴木 2007・2012、木村 2016）が見られるものの、長崎
奉行所の機関や施設自体についての具体的な研究を見ることができない。片桐氏が表現しているよう
に出島は唯一の「西欧に開かれた窓」として明るく輝かしい場所である。一方、長崎奉行所は、江戸
幕府の外交と海外貿易を管轄する重要な出先機関であり、明治以後には2017年まで長崎県行政の中枢
として一貫して政治・行政の中心的な場所であった。それは旧長崎県庁前に国道34号・57号・207号
の終点と国道206号・351号・324号の起点の道路元標があることにも象徴されている。だが、歴史の
なかで光輝く出島に比較すれば、長崎奉行所の姿は影のような存在のようにも見える（註 ２ ）。
　しかし、この歴史の偏重とも思われる見え方・歴史観は、比較歴史学の羽田正氏が『新しい世界史
へ』（岩波新書）のなかで、「江戸時代の長崎は、実際はほとんど中国貿易の港であったにもかかわら
ず、「ヨーロッパ文明の窓口」と繰り返し強調される」として、私たちが「ヨーロッパ中心史観」に
とらわれていることを指摘している（羽田 2011 p.81,82）。また、明治時代の成立した国民国家の

「国史」（ナショナル・ヒストリー）のなかで江戸時代を封建的遺制として退ける思想は、近年の江戸
時代像の見直しによって変わってきたが、長崎奉行所についてはまだ近代的史観の枠組みに囚われて
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いるようである。出島和蘭商館は、江戸幕府がキリシタン禁教に基づくいわゆる「鎖国令」によって
長崎港に築造された人口の小島であるが、それ同時に出島の「監視が行き届く場所」（森岡 1994 p.３）
に長崎奉行所がある。奉行所と出島は、「鎖国」制度・政策で生まれた存在なのであるが、出島は西
欧との対外交渉史・貿易史の視点で、長崎奉行（所）は日本近世史の視点で捉えられていて、両者の
関係を論じた研究はみられない。これは長崎の文化に貢献したキリスト教史や中国明・清との対外交
渉史についても同様で、それぞれ個別に専門的研究が営まれており、縦割りになった各研究のセク
ションの壁をこえた総合的研究や学際的な交流が行われていない現状が認められる（註 ３ ）。

第 １ 図　江戸時代後期の長崎（荒木周道／長崎市役所1913）
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　考古学が調査研究の対象としている「遺跡」は、さまざまな関係の糸が絡みあって結ばれた「歴史
の記憶」が地層のように積み重なっている場所である（註 ４ ）。貿易都市長崎の実像については、現
在、縦割りになっている歴史研究の成果を、遺跡の調査研究のなかで総合的に捉え直していくことで、
都市遺跡としての長崎の豊かな歴史像を描いていくことができるのではないかと考えている。本論稿
では、このような観点で、長崎奉行所と出島をみていきたい。

１ ．貿易都市長崎の考古学調査研究
　考古学的方法による港湾都市長崎の調査研究は、1990年代から長崎市教育委員会が長崎市内の発掘
調査を実施するようになり、江戸東京博物館が企画した『掘り出された都市』のなかで、「長崎市文
化財課の永松実氏が「長崎の歴史と考古学」を執筆したことが嚆矢となっている（永松 1996）。
　長崎最初の六丁町の大村町に所在した万
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遺跡（県庁新別館、以下、万才町遺跡）は、長崎県教
育委員会により1993年に調査が実施され、1995年に調査報告書が刊行された。旧町の居住者名が記さ
れた絵図や火事の年代を記した記録があったことから、確認された火災層を「鍵層」として、陶磁器
編年の年代によって時期を押さえ、1571年の六町の町建てから400余年にわたる遺跡の変遷を報告書
にまとめた（宮﨑編 1995）。2020年には万才町遺跡の変遷について再検討している（宮﨑 2020ｂ）。
　また、万才町遺跡の発掘現場を共に担当した川口洋平氏は、2000年に著した「一括資料からみた長
崎遺跡群」『西海考古』第 ２ 号のなかで、長崎市内の個々の近世遺跡の調査成果をミクロの視点で見
るのではなく、「港市長崎を形成した個々の場や機能の集合体」として体系的にマクロな視野で捉え
る「長崎遺跡群」を提唱して西欧・中国に開かれた国際貿易港である「港市長崎」を考古学的方法に
よって総合化して把握することを試みており（川口 2000a ほか）、なかでも『世界航路へ誘う港市長
崎・平戸』（新泉社）では、出土資料によって長崎と平戸の具体的な歴史像を描いている（川口 2007ｂ）。
　また長崎市の扇浦正義氏によって近世長崎の発掘調査の概要が紹介されているが、陶磁器研究が中
心となっている（扇浦 1994・2021 他）。最近では長崎市文化財課の田中学氏が、九州各藩が長崎に
設けた長崎蔵屋敷や「近世港湾都市長崎」の都市構造の発達過程について意欲的な研究をはじめてい
る（田中 2019・2022）。そして、考古学研究者が見た長崎については、坂井隆氏の『「伊万里」から
アジアが見える』（講談社選書メチエ）があり、山崎信二氏の『長崎のキリシタン史』（雄山閣）は長
崎の成り立ちやキリシタン考古学について示唆に富んだ研究となっている（坂井 1998、山崎 2015）。
　出島は、1922年に「出島和蘭商館跡」として国史跡に指定され、1978年に長崎市出島史跡整備審議
会が設置されて1984年から発掘調査が実施されている。出島の復元整備事業は、1996年からの発掘調
査の成果に基づき、当時の建物や石垣ほかの復元整備が行われ、現在、長崎観光の目玉となって観光
客が訪れる賑わいの場となっている。出島の調査研究は、長崎市の山口美由紀氏が『長崎出島』（同
成社）、『旅する出島』（長崎文献社）などを執筆して、研究発表等も行うなど、出島の考古資料を基
礎とした考古学研究と、絵画史料などの歴史情報を総合した出島の具体的な実像が明らかになってき
ている（山口 2008・2016・2019）。
　埋蔵文化財包蔵地として遺跡名が「長崎西役所跡」とされている岬先端の場所は、元亀 ２ 年（1571）
に長崎最初の町である六丁町が町建てられたときに、イエズス会に教会用地として提供され、サン・
パウロ教会が建てられ、その後、被昇天の聖母教会（サンタ・マリア教会）とイエズス会本部ほかの
施設が置かれた。慶長十九年（1614）の教会が破壊焼却の後には、糸割符宿老会所が設けられ、その
後、長崎奉行所、長崎奉行所西役所が置かれた。岬先端に建てられたサン・パウロ教会とサンタ・マ
リア教会については、キリシタン史の片岡弥吉氏が「岬の教会」と名付けている（片岡 1962）。
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表 １ 　長崎の町に関わる出来事と岬先端にあった施設の変遷
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　長崎の中国人居留地ともいえる唐人屋敷跡については、長崎市の宮下雅史氏（宮下 2012）、扇浦正
義氏（扇浦 2014・2019）による陶磁器を中心とした研究があるが、最近、大阪市文化財協会の小田
木富慈美氏によって唐人屋敷の検討が行われている（小田木 2019）。
　長崎奉行所は、延宝元年年（1673）に「長崎奉行所（立山役所）跡」と「長崎奉行所（西役所）
跡」に二つに分かれたが、立山役所と西役所とに分かれる以前の奉行所については、「長崎奉行所跡」
として、延宝元年以降については「長崎奉行所（西役所）跡」と「長崎奉行所（立山役所）跡」とし
て区別しておきたい。長崎市立山町の「長崎奉行所（立山役所）跡」の場所には、1965年に長崎県立
美術博物館が建設され運営されていたが2002年に閉館し、その場所に長崎歴史文化博物館が構想され、
その建設に伴って2002年と2003年に発掘調査が実施されている。その調査報告書では、小松旭氏によ
る古文書や絵図面を中心とした検討が行われ、川口洋平氏によって立山役所関係の遺構の変遷が捉え
られている（川口編 2004、川口編 2005）。その跡地に建設された歴史文化博物館は、調査で発見さ
れた立山役所の石垣階段を残して正門や建物が復元され、立山役所をイメージした博物館施設となっ
ている。
　岬先端の森崎にあった長崎県庁舎跡地は、長崎県庁舎移転計画によって2010年に「長崎西役所跡」
として確認調査が行われ調査報告書が刊行され（林・宮武編 2011、河合・林 2012）、2018年に県庁
舎が長崎市尾上町に移転に伴い、2019年度と2020年度に内容確認調査が行われ、南側に石垣が発見さ
れるなどの発掘成果があり、2022年に「長崎西役所跡」の調査報告書がまとめられている（濱村編 
2022）。この調査結果を基本資料として、現在、県庁跡地の活用について検討が進められている。

２ ．火災の頻発する近世都市
　日本列島は地震、津波などの災害が頻発する災害列島ともいわれ、計り知れない甚大な損害や被害
がもたらされている。しかし、江戸を代表とする近世都市が被災を受けた災害のなかで、もっとも多
く被害を受けたのは火災である。江戸で明暦三年（1657）に発生した「明暦の大火」では934町が炎
上して、数万から10万人が死亡した大火として知られる。『災害都市江戸と地下室』を著した小沢詠
美子氏は、「江戸の住居の多くが「焼家」とよばれる粗末な木造建築であったこともあり、いったん
火が出ると大火になる可能性が高かった」と、江戸が頻繁に火災に見舞われていたことを指摘してい
る（小沢 1998 p.８）。また、江戸考古学の提唱者である古泉弘氏は、『江戸の穴』（柏書房）で、都心
の地下には ２ ｍから ４ ｍにおよぶ縞状に堆積した土層が形成されているが、「赤茶けた土と、同様に
赤く変質した瓦礫からなる」「火災によって生じた土層が、何枚にもわたって堆積」しており、「罹災
→整地→建設といった一連のサイクルの繰り返しによって、地表が上昇していく現象」が捉えられる
として、「年縞」のように土層が重なった江戸・東京四百年の堆積層をレイヤードケーキの図として
示している。そして、「これは江戸に限らず、京都や大坂など、ほかの近世都市にも共通してみられ
る現象」として、考古学的見地から江戸やほかの近世都市において火事の被災と復興の状況が捉えら
れることを指摘している。（古泉 1990 p.220－223）。
　近世長崎の歴史資料には、延宝元年（1673）に来航したイギリス船リターン号が港内に停泊し、寛
文の大火で復興した長崎の情景が描かれているといわれる『寛文長崎屏風』や、延宝末頃（1680年
頃）の町並みを描いた『箔屋屏風』などの絵画資料がある。それを見ると、当時の長崎には板葺屋
根・板壁の建物が軒を並べており、瓦葺き土蔵を構えた家もある町の様子がうかがえる。多くの建物
は板屋根・板壁の小沢詠美子氏のいう「焼家」の木造建築であり、出火すると江戸と同様に延焼して
燃え広がって大火になる可能性が高かったことを示している（宮﨑 2020ｄ）。
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表 ２ 　長崎旧町の火事一覧表（月日は和暦）
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